
池
田
謙
斎
は
東
京
大
学
初
代
医
学
部
総
理
と
し
て
明
治
初
期
の
本
邦
近
代
医
学
の
進
歩
に
努
め
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
に
つ
い
て
知

ら
れ
る
こ
と
比
較
的
少
な
く
、
僅
か
に
血
縁
の
つ
な
が
り
に
よ
り
入
沢
達
吉
に
よ
っ
て
、
後
に
緒
方
富
雄
氏
に
よ
り
彼
の
伝
が
紹
介
さ
れ
て
い

あ
や

る
に
過
ぎ
な
い
。
先
般
、
は
か
ら
ず
も
謙
斎
の
御
子
孫
の
方
為
と
御
交
際
願
え
る
こ
と
と
な
り
、
し
か
も
謙
斎
の
実
子
高
崎
斐
子
様
が
小
生
宅

に
甚
だ
近
く
お
住
ま
い
に
な
り
、
お
互
い
に
往
来
す
る
こ
と
が
出
来
、
謙
斎
の
書
簡
、
謙
斎
宛
の
書
簡
を
拝
見
す
る
機
会
を
得
、
斐
子
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
明
治
二
十
六
年
生
ま
れ
の
高
齢
に
か
か
わ
ら
ず
い
た
っ
て
健
康
で
記
憶
力
は
抜
群
で
様
々
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
入

沢
、
緒
方
両
先
生
の
補
遺
を
行
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

西
洋
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ャ
医
学
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
医
学
に
次
い
で
近
世
医
学
に
発
展
す
る
萌
芽
と
し
て
は
南
イ
タ
リ
ア
の
サ
レ
ル
ノ
は

南
は
海
に
面
し
、
北
と
東
を
山
に
囲
ま
れ
保
養
地
と
し
て
古
く
よ
り
知
ら
れ
、
す
で
に
九
世
紀
に
一
定
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た
医
師
組
合
が
存

在
し
、
弟
子
の
育
成
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
地
の
初
期
医
学
教
育
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
も
多
々
あ
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
語
文
献
の
ラ
テ

ン
語
訳
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ア
ル
キ
ポ
エ
ー
タ
（
二
六
五
）
は
次
の
よ
う
に
サ
レ
ル
ノ
医
学
を
た
た
え
て
い
る
。

「
サ
レ
ル
ノ
の
誉
れ
は
永
遠
に
消
え
る
こ
と
な
し

池
田
謙
斎
二
）

ｌ
初
代
東
京
大
学
医
学
部
総
理
Ｉ

繩
稚
率
樫
檸
斡
銃
纒
一
弐
粒
跨
麺
病
昭
和
五
十
八
年
五
月
一
六
日
受
付

堀
江
健
也

（76） 428



翻
っ
て
本
邦
の
医
学
教
育
の
跡
を
た
ど
れ
ば
、
曲
直
瀬
道
三
（
一
五
○
七
’
九
五
）
が
、
明
に
留
学
し
た
田
代
三
喜
（
一
四
ハ
五
’
一
五
三
七
）

に
学
ん
だ
李
朱
医
学
を
身
に
つ
け
、
京
都
に
啓
廸
院
と
い
う
医
学
舎
を
作
り
、
二
代
道
三
玄
朔
に
至
り
大
学
林
が
完
成
さ
れ
、
豊
織
時
代
よ
り

徳
川
初
期
に
わ
た
り
、
多
数
の
優
れ
た
門
人
を
輩
出
し
、
門
下
八
百
と
も
三
千
と
も
称
さ
れ
た
。
こ
れ
が
本
邦
医
学
校
の
始
ま
り
で
あ
ろ
う
。

下
っ
て
徳
川
末
期
に
お
い
て
大
坂
の
適
塾
は
緒
方
洪
庵
に
よ
り
開
か
れ
た
が
、
医
学
を
専
門
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
よ
り
広
く
人
材
を
教

人
々
治
癒
を
願
い
て
世
界
よ
り
訪
れ
る

サ
レ
ル
ノ
の
医
学
こ
そ
称
え
ら
る
く
し
」

西
洋
で
は
医
学
教
育
は
こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
の
承
な
ら
ず
各
国
か
ら
貿
易
港
で
も
あ
っ
た
サ
レ
ル
ノ
に
医
学
を
学
ぶ

た
め
に
集
ま
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
更
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
時
代
に
入
る
と
北
部
イ
タ
リ
ア
の
大
学
に
お
い
て
医
学
教
育
は
大
い
に
開
花

そ
の
緒
方
洪
庵
は
江
戸
の
医
学
校
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
種
痘
所
の
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
慣
れ
な
い
江
戸
の
生
活
と
多
忙
が

災
い
し
て
短
い
生
涯
を
、
多
彩
な
活
動
と
共
に
終
え
る
こ
と
と
な
る
。

本
邦
の
医
学
教
育
は
こ
の
種
痘
所
が
医
学
所
、
医
学
校
を
経
て
大
学
医
学
部
と
な
る
。
こ
の
大
学
医
学
部
の
初
代
医
学
部
総
理
が
池
田
謙
斎

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
謙
斎
は
後
に
宮
中
に
入
る
の
で
、
前
述
の
よ
う
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
か
な
り
限
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

彼
は
明
治
の
初
期
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
帰
朝
後
東
京
大
学
医
学
部
総
理
と
な
る
。
そ
の
留
学
時
の
書
簡
、
あ
る
い
は
交
友
関
係
の
今
ま
で
知

す
る
。そ

れ
に
先
立
っ
て
、
東
京
大
学
医
学
部
の
名
称
が
し
ば
し
ば
変
更
し
て
い
る
の
で
名
称
を
整
理
記
載
す
る
。

安
政
三
年
（
一
八
茎
◇
二
月
一
日
、
幕
府
は
そ
れ
ま
で
洋
学
所
と
呼
ば
れ
て
い
た
学
校
を
蕃
所
調
所
と
改
称
し
、
七
月
一
日
よ
り
旗
本
の

子
弟
の
就
学
を
許
可
し
て
い
る
。
こ
の
源
流
は
貞
享
元
年
（
ニ
ハ
八
四
）
十
二
月
に
渋
川
春
海
を
し
て
幕
府
天
文
方
と
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、

育
し
て
い
る
。

ら
れ
ざ
る
面
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

〆ワワ、
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明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
七
月
に
は
大
学
が
廃
止
さ
れ
、
大
学
南
校
、
大
学
東
校
は
そ
れ
ぞ
れ
た
だ
の
南
校
、
東
校
と
改
称
さ
れ
る
。
こ
の

東
校
の
系
統
が
医
師
養
成
の
目
的
志
向
を
も
っ
て
発
展
し
て
ゆ
く
。

後
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
六
月
開
成
学
校
は
大
学
南
校
と
な
る
。

医
学
教
育
に
つ
い
て
は
安
政
五
年
○
八
五
八
）
正
月
、
幕
府
の
許
可
が
あ
り
、
私
設
の
種
痘
所
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
江
戸
の
藺
方

医
八
十
二
人
の
醸
金
に
よ
り
、
五
月
七
日
、
神
田
お
玉
が
池
の
元
誓
願
寺
前
に
あ
る
当
時
の
勘
定
奉
行
（
安
政
五
年
五
月
ま
で
）
川
路
聖
謨
の
拝

領
地
を
借
り
、
「
お
玉
が
池
種
痘
所
」
が
設
立
さ
れ
、
津
和
野
藩
の
留
守
居
役
、
後
に
幕
医
と
な
っ
た
池
田
多
仲
が
そ
の
責
任
者
と
な
っ
た
。
こ

の
池
田
多
仲
（
玄
仲
）
が
後
に
池
田
謙
斎
の
養
父
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
種
痘
所
は
十
二
月
に
類
焼
し
、
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
に
下
谷
藤

堂
侯
上
屋
敷
隣
に
新
築
移
転
し
た
。
こ
の
復
興
に
は
侠
気
の
人
銚
子
の
醤
油
業
者
で
あ
る
浜
口
梧
陵
ら
が
多
く
の
援
助
を
し
て
い
る
。
幕
府
は

こ
れ
を
収
め
て
直
轄
と
し
、
仙
台
藩
医
の
大
槻
俊
斎
を
種
痘
所
の
頭
取
に
任
じ
た
。

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
十
月
に
、
種
痘
所
は
西
洋
医
学
所
と
改
称
さ
れ
た
。
内
容
的
に
も
教
授
、
解
剖
、
種
痘
の
三
科
が
お
か
れ
た
。
文

久
二
年
四
月
、
大
槻
俊
斎
病
死
、
緒
方
洪
庵
が
八
月
に
大
坂
よ
り
江
戸
に
よ
ぱ
れ
第
二
代
頭
取
と
な
り
、
松
本
良
順
が
頭
取
助
と
な
っ
た
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
二
月
に
、
西
洋
医
学
所
は
単
に
医
学
所
と
よ
ば
れ
る
。
こ
れ
は
幕
府
が
西
洋
医
学
に
重
点
を
お
く
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
同
年
六
月
頭
取
の
緒
方
洪
庵
が
没
し
て
、
七
月
に
松
本
良
順
が
そ
の
後
任
と
な
っ
た
。
彼
は
長
崎
で
ボ
ン
・
へ
の
も
と
で
そ
の
代
理
を

し
て
い
た
程
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
松
本
良
順
は
学
制
改
革
を
し
、
学
生
は
七
十
名
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
。

明
治
維
新
の
際
、
日
本
の
諸
制
度
は
大
き
な
変
革
を
受
け
た
。
し
か
し
、
医
学
所
は
頭
取
の
松
本
良
順
が
幕
軍
に
投
じ
会
津
に
至
っ
た
が
、

こ
れ
よ
し

制
度
は
維
新
後
も
そ
の
ま
ま
新
政
府
に
引
き
つ
が
れ
、
明
治
元
年
十
月
東
京
府
大
病
院
に
吸
収
さ
れ
、
十
月
二
十
四
日
は
緒
方
惟
準
が
之
を
主

宰
し
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
二
月
頃
、
相
良
知
安
と
岩
佐
純
が
医
学
取
調
御
用
掛
り
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
大
病
院
は
医
学
校
兼
病
院

と
改
称
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
十
二
月
に
は
大
学
東
校
と
改
称
さ
れ
た
。
開
成
学
校
は
こ
れ
に
対
し
て
南
校
と
よ
ば
れ
た
。
そ
の
頃
の
大
学
は

今
の
文
部
省
の
仕
事
を
兼
ね
て
い
た
。
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明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
こ
の
学
校
は
第
一
大
学
区
医
学
校
と
改
称
さ
れ
、
二
年
後
の
明
治
七
年
に
は
東
京
医
学
校
と
改
称
さ
れ
る
。

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
東
京
開
成
学
校
と
合
併
し
て
始
め
て
東
京
大
学
と
い
う
総
合
大
学
と
な
り
、
そ
の
時
の
医
学
部
総
理
（
学
部
長
）

が
池
田
謙
斎
で
初
代
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
後
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
帝
国
大
学
を
称
し
、
第
二
次
大
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四

七
）
再
び
東
京
大
学
を
称
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
間
に
は
多
く
の
学
校
を
併
合
し
て
巨
大
な
総
合
大
学
と
な
っ
た
。
こ
の
学
校
の
名
称
が

さ
ま
ざ
ま
に
変
っ
て
い
る
が
幕
末
以
来
世
界
の
大
勢
に
遅
れ
て
い
た
日
本
の
学
問
を
世
界
的
水
準
に
高
め
よ
う
と
国
家
が
大
い
に
力
を
入
れ
た

相
良
知
安
等
の
尽
力
に
よ
り
医
学
の
範
は
ド
イ
ツ
に
と
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
方
針
が
決
定
さ
れ
、
ド
イ
ツ
よ
り
医
師
を
医
学
教
師
と
し
て

招
く
こ
と
に
な
る
と
共
に
、
明
治
三
年
に
は
池
田
謙
斎
、
長
井
長
義
、
大
沢
謙
二
等
、
合
わ
せ
て
十
名
あ
ま
り
が
ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
て

池
田
謙
斎
は
明
治
三
年
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
の
で
当
時
は
明
治
政
府
が
未
だ
そ
の
基
礎
が
固
ま
っ
て
お
ら
ず
、
彼
を
ド
イ
ツ
に
派
遣
す
る

に
大
き
な
発
言
権
を
有
し
た
相
良
知
安
は
部
下
の
事
件
に
ま
き
込
ま
れ
、
そ
の
職
を
追
わ
れ
罪
を
と
わ
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
。

本
邦
に
初
め
て
大
学
医
学
部
が
出
来
た
の
は
前
記
の
よ
う
に
明
治
十
年
で
、
七
年
間
の
正
規
の
医
学
教
育
を
ド
イ
ツ
で
終
了
し
た
池
田
謙
斎

は
そ
の
初
代
総
理
と
な
り
、
現
在
の
医
学
教
育
の
基
本
と
も
な
る
べ
き
も
の
が
こ
の
時
出
来
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

謙
斎
に
つ
い
て
現
在
ま
で
詳
し
く
記
し
て
い
る
の
は
大
正
六
年
に
入
沢
達
吉
が
発
行
し
た
「
回
顧
録
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
死
の
前
年
、

医
海
時
報
社
員
が
謙
斎
の
口
述
し
た
も
の
を
筆
記
し
、
入
沢
が
発
行
し
た
も
の
で
、
そ
の
始
め
に
次
の
文
が
記
し
て
あ
る
。

「
回
顧
録
一
篇
、
是
家
叔
池
田
謙
斎
先
生
が
、
去
る
明
治
三
十
四
年
中
、
医
海
時
報
社
の
需
に
応
じ
、
親
し
く
其
社
員
に
口
授
せ
ら
れ
た
る

も
の
に
係
る
。
今
舷
、
先
生
将
に
喜
字
の
寿
宴
を
催
ほ
さ
れ
ん
と
す
る
の
企
あ
り
、
乃
予
は
親
戚
故
蕾
の
間
に
頒
た
ん
と
欲
し
て
、
特
に
之

学
校
で
あ
る
。

い
る
。

を
剖
刷
に
附
す
。

大
正
六
年
十
月

入
澤
達
吉
謹
識
」

（79）431



彼
は
生
家
で
家
庭
教
育
と
寺
小
屋
教
育
を
受
け
、
十
六
歳
ま
で
故
郷
で
過
ご
し
た
が
、
向
学
心
に
燃
え
て
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
春
三
月

男
子
志
を
立
て
郷
関
を
出
づ
と
い
う
勢
で
江
戸
へ
上
っ
た
。
恰
度
そ
の
頃
彼
の
兄
の
入
沢
恭
平
（
達
吉
の
父
）
が
前
か
ら
江
戸
に
上
っ
て
い
て
、

土
生
玄
昌
と
い
う
幕
府
の
奥
医
師
の
塾
に
入
っ
て
い
た
の
で
心
強
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
恭
平
は
彼
よ
り
十
歳
年
長
で
三
度
目
の
上
京
で
あ
っ

時
代
は
尊
王
嬢
夷
論
が
さ
か
ん
な
時
で
血
気
の
少
年
謙
輔
は
文
武
両
道
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

こ
の
年
は
四
月
に
井
伊
直
弼
が
大
老
と
な
り
、
翌
年
安
政
の
大
獄
が
お
こ
る
等
、
時
代
の
流
れ
は
大
き
さ
を
増
し
て
い
た
。
ま
た
、
後
に
彼

と
深
い
縁
を
も
つ
こ
と
に
な
る
種
痘
所
が
こ
の
年
の
五
月
七
日
神
田
お
玉
が
池
に
西
洋
医
等
に
よ
り
開
か
れ
て
い
る
。

謙
斎
の
本
姓
は
入
沢
で
、
父
は
入
沢
健
蔵
と
い
っ
た
。
家
は
越
後
蒲
原
郡
の
西
野
と
い
う
所
で
、
代
倉
此
里
の
里
正
で
あ
っ
た
。
彼
は
天
保

十
二
辛
丑
の
歳
（
一
八
四
一
）
十
一
月
に
こ
の
地
で
生
ま
れ
、
幼
名
を
圭
助
、
後
に
謙
輔
と
改
名
し
た
。

時
代
は
明
治
維
新
の
二
十
七
年
程
前
、
幕
藩
体
制
は
倒
壊
寸
前
に
在
り
、
家
斉
没
後
老
中
水
野
忠
邦
は
天
保
の
改
革
を
行
っ
て
綱
紀
の
弛

承
、
財
政
の
素
乱
を
建
て
な
お
さ
ん
と
し
た
が
、
改
革
が
急
で
し
か
も
峻
厳
な
た
め
、
怨
言
誹
誇
百
出
し
て
遂
に
水
野
の
経
縮
空
し
く
数
年
に

た
。

し
て
失
脚
し
て
し
ま
う
時
代
で
あ
っ
た
。

と
あ
り
、
そ
の
裏
面
に

と
あ
っ
て
、
回
顧
担

つ
つ
記
し
て
柔
よ
う
。

夢
の
間
に
な
坐
そ
ち
な
Ｌ
つ
過
こ
し
来
て

見
し
世
を
か
た
る
今
日
の
た
の
し
さ謙

斎

と
あ
っ
て
、
回
顧
録
は
始
ま
っ
て
い
る
。
五
十
頁
に
わ
た
っ
て
、
口
述
の
形
式
で
記
し
て
あ
る
の
で
要
約
し
、
ま
た
、
第
三
者
的
に
追
記
し

喜
寿
の
祝
の
日
に
よ
め
る
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謙
斎
は
剣
客
伊
庭
軍
兵
衛
の
も
と
に
入
門
し
た
。
隣
は
幕
府
の
医
学
所
で
彼
は
文
武
両
道
に
励
ん
だ
。

江
戸
へ
出
て
暫
く
し
て
か
ら
竹
垣
竜
太
郎
と
い
う
旗
本
が
当
時
「
グ
ラ
マ
チ
カ
」
位
の
藺
語
が
読
め
、
謙
斎
に
も
洋
学
を
や
っ
て
は
ど
う
か

と
頻
り
に
勧
め
て
く
れ
た
。
彼
は
当
時
嬢
夷
仲
間
で
あ
っ
た
が
、
敵
を
知
ら
ね
ば
戦
は
出
来
な
い
。
嬢
夷
と
い
う
か
ら
に
は
敵
国
語
を
知
る
要

が
あ
る
と
考
え
た
の
と
、
謙
斎
の
父
は
四
人
兄
弟
い
ず
れ
も
江
戸
へ
遊
学
し
、
大
槻
玄
澤
の
塾
に
入
っ
て
い
て
、
越
後
の
片
田
舎
な
が
ら
西
洋

の
地
図
な
ど
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
地
図
の
上
で
は
知
っ
て
い
た
の
で
竹
垣
に
つ
い
て
洋
学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
こ
と
に
し

あ
や

な
お
北
條
謙
輔
の
北
條
と
い
う
姓
に
つ
い
て
謙
斎
の
二
女
斐
子
さ
ん
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
入
沢
は
元
来
北
條
高
時
の
身
内
で
戦
に
敗
れ
、
信

濃
の
南
佐
久
に
落
ち
、
そ
の
土
地
が
入
沢
と
い
う
の
で
入
沢
を
名
の
る
こ
と
と
な
り
、
更
に
村
上
義
情
に
仕
え
、
又
敗
戦
を
し
て
遂
に
越
後
に

落
着
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
若
い
時
の
謙
輔
は
北
條
を
名
の
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
門
人
帳
に
は
北
條
と
記
さ
れ
て
い
る
。

恰
度
そ
の
頃
緒
方
洪
庵
が
医
学
所
の
頭
取
に
な
り
上
京
し
て
、
竹
垣
の
隣
家
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
竹
垣
竜
太
郎
の
世
話
で
緒
方

の
内
弟
子
と
な
り
蘭
学
を
勉
強
出
来
る
よ
う
に
頼
ん
で
も
ら
っ
た
。
と
こ
ろ
が
緒
方
の
い
う
に
は
自
分
は
大
坂
で
は
耆
生
を
家
内
に
お
い
た
が

江
戸
で
は
皆
医
学
所
へ
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
の
で
医
学
所
に
入
り
緒
方
の
門
人
と
な
っ
た
。

「
緒
方
洪
庵
伝
」
の
門
人
帳
に
よ
れ
ば
、
文
久
三
亥
年
（
一
八
六
○
）
二
月
二
十
日
入
門
、
北
越
今
町
、
北
條
謙
輔
が
第
六
一
八
番
目
の
門

’
六
三
七
番
ま
で
記
載
が
あ
る
。

「
緒
方
洪
庵
伝
」

人
と
な
っ
て
い
る
。

た
○

洪
庵
は
こ
の
年
の
六
月
十
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、
彼
の
生
前
の
最
後
の
門
人
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
門
人
帳
に
は
彼
の
後
六
一
九

（
練
馬
総
合
病
院
）

' へ

､つ

づ

く
、 ｰ
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